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○名護市市場の設置及び管理に関する条例施行規則 

平成18年３月27日 

規則第５号 

改正 平成22年10月18日規則第22号 

平成25年９月24日規則第22号 

平成26年３月31日規則第５号 

名護市営市場設置及び管理条例施行規則（昭和51年規則第１号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、名護市市場の設置及び管理に関する条例（平成18年条例第８号。以下「条例」と

いう。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（休場日及び営業時間） 

第２条 名護市市場（以下「市場」という。）は、年中無休とする。ただし、市長が必要と認めるとき

は、臨時に休場することができる。 

２ 市場の営業時間は、次のとおりとする。ただし、市長が必要と認めるときは、臨時に営業時間を変

更することができる。 

名称 営業時間 

名護市営市場 午前7時30分から翌日の午前0時まで 

名護市青果等市場 午前1時から午後6時まで 

（使用の許可の申請） 

第３条 条例第３条第１項の規定により新たに使用の許可を受けようとする者は、市場使用許可申請書

（様式第１号）を市長に提出しなければならない。 

２ 条例第３条第３項の規定により継続使用の許可を受けようとする者は、使用許可期間満了日の１月

前までに市場使用許可申請書を市長に提出しなければならない。この場合において、申請に必要な添

付書類については、許可を受ける際に提出した書類の内容に変更があるもののみとする。 

（使用の許可等） 

第４条 市長は、前条の申請を許可するときは、当該申請をした者（以下「申請者」という。）に対し

市場使用許可証（様式第２号。以下「使用許可証」という。）を交付する。 

２ 市長は、前条の申請を許可しないときは、当該申請者に対し市場使用不許可通知書（様式第３号）

により通知する。 

３ 第１項の規定にかかわらず、名護市営市場の駐車場を使用しようとする者は、入場する際に駐車券

の交付を受けることにより、使用の許可を受けたものとみなす。 

（使用の許可の変更） 

第５条 使用許可証の交付を受けた者（以下「使用者」という。）が許可を受けた内容を変更しようと

するときは、市場使用許可変更申請書（様式第４号）を提出し、市場使用許可変更承認証（様式第５

号）の交付を受けなければならない。 
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（誓約書） 

第６条 使用者は、前条の市場使用許可証の交付を受けたときは、直ちに誓約書（様式第６号）を市長

に提出しなければならない。 

（使用の許可に付する条件） 

第７条 使用の許可には、次の各号の条件を附するものとする。 

(１) 店舗を使用する者は、許可を受けた日から７日以内に市場の使用を開始すること。 

(２) 店舗を使用する者は、１月以上連続して休業しないこと。 

(３) 使用料等の納付期限を厳守しなければならないこと。 

(４) 商品、機材等については、一切使用者の責任で管理し、市は保管の責任を負わないこと。 

(５) 市場の治安及び衛生上害を及ぼし、又は他の使用者及び利用者の使用を妨害する行為をしては

ならないこと。 

(６) 市場で油を使用する施設の使用者は、廃棄物処理法（昭和45年法律第137号）に基づき下水道

除外施設の定期清掃を行わなければならない。廃棄物処理業者との委託契約書の写しを提出する。 

(７) 市場を損傷し、汚損し、又は滅失したときは、これを原状に回復し、又はその損害を賠償しな

ければならないこと。 

(８) 名護市市場の設置及び管理に関する条例、名護市公の施設の管理に関する基本条例（平成16年

条例第１号）及びこれらの条例施行規則並びに関係法令を遵守すること。 

２ 市長は、前項各号に掲げるもののほか、必要な条件を附することができる。 

（許可の取消） 

第８条 市長は、使用者が前条第１項各号のいずれかに反すると認めたときは、使用の許可を取り消す

ことができる。ただし、同項第１号から第３号までの規定においてあらかじめ市長の承認を得た場合

は、この限りでない。 

２ 市長は、前項の規定により使用の許可を取り消すときは、市場使用取消通知書（様式第７号）によ

り使用者に通知するものとする。 

３ 使用者は、前項の通知を受け取った日から起算して１月以内に退去しなければならない。 

（原状変更） 

第９条 使用者は、使用の許可を受けた場所の原状を変更しようとするときは、市場原状変更願（様式

第８号）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

（使用場所の返還） 

第10条 使用者は、使用場所を返還しようとするときは、当該返還する日の１月前までに市場返還届出

書（様式第９号）を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の届出をした使用者は、返還予定日までに私有財産をすべて撤去し、使用場所を原状回復しな

ければならない。 

（使用料の減免） 

第11条 基本条例第21条の規定により使用料の減額又は徴収の免除を受けようとする者は、市場使用料
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減免申請書（様式第10号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請の審査結果を市場使用料減免決定通知書（様式第11号）により通知するものと

する。 

（使用料の返還） 

第12条 基本条例第22条ただし書が適用される場合において、既納の使用料の返還を受けようとすると

きは、市場使用料返還申請書（様式第12号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請につき、使用者の責めに帰することができない理由によると認めた場合に限り

還付するものとし、名護市市場使用料返還決定通知書（様式第13号）により通知する。この場合にお

いて、還付する金額は、その都度決定する。 

（テナント会への加入） 

第13条 使用者は、市場の販売促進を行い、集客力を高める取り組みを行うためテナント会を発足し、

加入するものとする。 

２ 前項の規定によるテナント会の代表者は、市場内で問題が生じたときは市と協議するものとする。 

（使用者の心得） 

第14条 使用者は、商品の整理整頓、市場内外の清掃、下水の清掃等を行い、市場の環境を良好に維持

するように努めなければならない。 

（補則） 

第15条 この規則に定めるもののほか、条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（名護市仮設卸売市場設置及び管理条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則の廃止） 

２ 名護市仮設卸売市場設置及び管理条例の一部を改正する条例の施行期日を定める規則（昭和63年規

則第５号）は、廃止する。 

３ 名護市規則の廃止に関する規則（昭和52年規則第８号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

（経過措置） 

４ この規則の施行の際、この規則による改正前の名護市市場設置及び管理条例施行規則に基づく様式

は、適宜修正の上使用することができる。 

附 則（平成22年規則第22号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成22年12月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の名護市市場設置及び管理に関する条例施行規則に基

づく様式は、適宜修正の上使用することができる。 



4/18 

附 則（平成25年規則第22号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成25年12月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の名護市市場設置及び管理に関する条例施行規則に基

づく様式は、適宜修正の上使用することができる。 

附 則（平成26年規則第５号） 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第４条関係） 

様式第３号（第４条関係） 

様式第４号（第５条関係） 

様式第５号（第５条関係） 

様式第６号（第６条関係） 

様式第７号（第８条関係） 

様式第８号（第９条関係） 

様式第９号（第10条関係） 

様式第10号（第11条関係） 

様式第11号（第11条関係） 

様式第12号（第12条関係） 

様式第13号（第12条関係） 

 


